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右
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ス
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ノ
ナ
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ヘ
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＝
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有
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鉦
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蹴
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ソ
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蒐
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ノ
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⇒
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・
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懸
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性
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原
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ナ
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明
白
呂
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セ
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ハ
認
メ
シ
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ノ
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セ
ス

却
テ
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ス
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ル
ヒ
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此
ノ
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チ
以
テ
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ル
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者
ハ
此
ノ
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チ
…
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h
松
菓
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腺
ヨ
リ
ノ
分
泌
液
二
鯖
…
シ
彼
ノ
甲
歌
腺
ト
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互
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ル
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モ
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叉
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ノ
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腫
脹
チ
酸
ス
ル
ノ
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説
明
ス
ル
能
ハ
ス
恐
グ
ハ
血
管
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動
祠鰹
ノ
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起
因
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ル
ナ
ラ
ソ
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ル
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ニ
ア
リ
テ
ハ
血
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チ
顯
微
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瞼
セ
シ
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一
ノ
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タ
ル
鮎
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人
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溶
液
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チ
試
行
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ル
⇒
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ル
ノ
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防
゜

ク

ニ

ハ手
チ
以
テ
尿
道
ナ
厘
迫
ス
レ
ハ
是
レ
リ
薯
者
ハ
生
活
体

二蜀
シ
テ
・
未
タ
⇔
比
‥
法
チ
試
ミ
ス
一
云
方
・

　
　◎
）
脚
［
蛋
〔
ノ
偉
謙
♪
柄
二
於
ケ
ル
篠
似
゜
寧
且

　
　
　　
（
＜
［
己
§
＜
滅
ト
さ
ゴ
゜
○
図
図
図
口
゜
」
°
巳
゜
0
⇔
H
O
c
呂
゜
）

　ー
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
ー
：
　
　
　
　
　
i
ー
　
　
　
　
属

（
内

外

新
説
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
一
）



（
本

曾

紀
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
二
）

望一。二
ξ
・
。
・
・
Φ
三
ハ
脚
琴
塁
病
ナ
ル
「
チ
証
明
且
メ
三
チ
証
明
ス
ζ
・
チ
得
三
τ
終
・
長
ハ
禦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

カ
爲
メ
ニ
臨
床
上
塁
甕
ヒ
徽
菌
肇
ノ
瞼
査
チ
行
ヘ
ロ
叉
二
規
尼
浬
チ
用
ヒ
テ
琵
効
チ
奏
ス
㌻
チ
得
タ
リ
云
々

蓮
五÷
ハ
一
定
・
昇
降
チ
呈
シ
一
三
患
一
者
ニ
ハ
此
孤
線
昇
警
区

　
　復
二
於
テ
一
定
ノ
規
則
正
シ
キ
コ
ト
〉
証
明
セ
リ
叉
ハ
「
ペ
ヶ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　ル

ハ

ー
リ
ヅ
グ
」
及
「
ア
イ
ク
マ
ン
」
芒
肇
シ
ニ
，
血
液
ノ
違

第
ぎ
烈
㌶
竃
繊
㍉
ザ
誤
㌦
蛤
聖

四　
　有
ス
ル
者
ニ
シ
テ
土
地
ノ
廣
ク
開
幽
控
七
ブ
ル
、
ト
キ
ハ
特
二
著

　
　
シ

ク
頼
病
者
ノ
増
加
ス
ル
チ
見
ル
ヘ
シ
叉
降
雨
ノ
多
キ
時
期
二

十　
　於
一
ア
ハ
患
者
チ
　
増
加
ス
此
…
皐
實
ハ
氏
ハ
「
ペ
ケ
ル
ハ
ー
リ
ソ
グ
」

三
氏
及蓋
ノ
者
力
護
ス
ル
欝
ノ
原
囚
ニ
ア
ラ
蔓
「
ホ
ウ

　
　測
セ
リ
之
レ
賢
際
氏
ハ
数
多
ノ
場
企
一
一
於
テ
赤
血
球
中
⇒
「
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

脚
氣
ハ
廊
刺
利
亜
ト
一
定
・
類
似
症
；
脈
波
線
及
呼
吸
墾
　
　

（以
上
四現
六
法
散
士
抄
録
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

本　
愈
　
紀
　
事

◎
四
十
八
回
通
常
倉

去
る
＋
二
月
w
三
曇
學
部
簾
講
議
場
内
に
竺
人
午
后
二
亙

よ
り
開
曾
し
出
席
曾
員
十
三
名
に
て
左
の
諸
氏
の
演
説
あ
り
午

后
四
時
散
曾
せ
り

一

。竺
稟
村
藁
ね
は
廿
墓
の
藪
の
ヱ
．
饗
於
け
る
＝

「
コ

ッ

ヘ

ル

」
氏手
術
式
の
實
瞼
坑
績
に
就
て
荘
學
説
鰻
過
を
詳
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

演
せ
ら
る

○第
二
席
…
竹
腰
…
縢
＝
二
君
け
『
「
ト
ラ
ホ
ー
ム
」
に
於
け
る
「
ク
ナ
ヅ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

｝

プ
」
氏

窄出
法
の
成
績
に
就
て
其
實
瞼
を
演
説
せ
ら
る



窟
三
席
曇
太
郎
君
は
痔
魏
灼
の
蓼
に
就
て
§

言7
詳
細
某
警
藷
内
に
讃
す

第
一
　
　
◎
評
議
妻
員
曾

六丁
る
＋
二
月
＋
二
日
午
后
七
恥
よ
り
幣
學
部
臨
床
講
議
に
於

＝て
開
曾
せ
6
出
席
員
＋
名
に
し
て
過
般
來
よ
り
霧
多
忙
を
以

　
＝
て
爾
表
を
差
出
さ
れ
た
る
曾
頭
木
村
孝
戴
君
幹
事
藤
本
純
吉
君

讃
小
麓
君
璽
北
村
墾
君

　
　
　
縞
輯
委員
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
伊
之
吉
君

　
一

三　
　
　
　
◎
愈員
動
静

號

　
○

池
識
茄
氏
は
北
海
垣
天
勲
國
天
賓
島
に
開
業
せ
ら
る

　
　
○

得
田易
氏
は
本
月
上
旬
肺
尖
加
答
見
に
て
金
窪
病
院
，
惚
入
院

週の

腐
快
方
に

赴き
去
る
＋
三
日
退
院
せ
ら
琴

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
…

　
。

荻

野讃
氏
は
＋
二
月
下
旬
§
蔀
砦
助
≧
秤
愈
d
れ
二

だ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

爲
貞
吉
氏
は
＋
二
月
下
旬
醤
學
部
内
科
ー
ピ
弄
命
せ
ら
＝

・
横
山
秒
昏
北
海
藷
籠
議
業
せ
ら
る
　
　
＝

・

由
崎
轟
藍
は
北
警
札
幌
病
院
§
の
嚢
暮
後
志
旦

誘
竃
畦
卵
籠
ー
村
L
…

籠
鷲
ザ
郎
の
震
掻
備
霧
中
の
㌢

二
月
豫
備
三
等
軍
馨
に
任
せ
ら
れ
去
暮
蹄
鐸
せ
ら
れ
た
ク
　
　

　。
清
水
墾
口
氏
は
同
し
嘉
備
三
竃
欝
讐
ら
れ
、
」
、
豆

〔
本曾
」
紀
事
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
．
十
三
）



（
本

會

紀
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
四
ン

四

第
六

　
一
　
　
ー
η
　
　
　
卜
　
　
　
差
　
R
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
林
虎
　
太
郎
君

互
ら
れ
『
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
◎
寄
囎
書
目
　
　
　
　
　
一

第四
十三號 ⊃

爲
め
竃
町
票
田
町
『
三
＋
霊
上
杉
方
§

　
・冨
和
三
饗
ま
吉
量
§
助
手
（
纂
を
蓼

㌘
川
武
二
菖
阜
難
助
　
竃
せ
ー

一
〇藤
井
伊
之
吉
氏
は
去
る
＋
六
n
金
澤
病
院
醤
員
を
笄
命
し
外

＝
科勤
務
を
命
せ
ら
る

　　

一〇
渡
邊
順
吉
郎
氏ぱ
去
る
十
六
日
高
等
中
學
助
手
よ
ウ
金
澤
病

一院
讐員
に
韓
任
せ
ら
れ
婦
人
薩
科
小
5
1
科
勤
務
を
命
せ
ら
れ
だ

…

．

o

… ◎
入
倉
者

高

澤
甚
作
君
　
　
富
浮
圭
太
郎
君

◎
退舎
者

「

鑑
藷
君
荒
杢
響
水
野
訂
劃
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一

　
　
島
村
幽
豆
次
郎
君
　
細
川
　
亮
吉
君
　
　
加
須
屋
武
留
君
　
　
一

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

一…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
…

「

國
竃
命
璽
恥
聾
錫
　
同
會
＝

　
大

坂量
肺
月
報
頚
盤
廿
蕊
　
同
泄

大

坂
馨
學
研

究
會
雑
．
四
顯
蕊
同
命
、
一

扇
本
量
纂
誌
　
第
李
九
號
　
同
禽
一



第
六

第
四十三

號めP
一

一千竃
學
曾
難
誌
韓
縫
　
同
曾

幅
井
縣
警
學
曾
雑
誌

第

十
一
號
　

同
會

香
林
之
栞

　
頸
盤
霧
鴇
號
玄
洋
警

兵
轟
竃
會
雑
誌
㍊
廿
縫
　
同
會

一
呈
衛
生
新
聞
　
摯
蹴
　
　
同
吐

　
　
　◎
編
輯
委
員
Y
辞
す

一嚢
き
に
我
か
會
か
編
輯
を
代
ふ
る
に
際
し
如
何
な
る
機
に
や
あ

0
け
ん
不
肯
誤
り
て
諸
君
の
撰
に
當
り
ぬ
常
時
不
官
は
誠
に
其
任

τ
は
警
る
の
故
を
も
て
固
轟
み
つ
れ
ε
、
前
き
の
璽
委

員
諸
君
の
如
き
は
『
依
然
其
任
に
在
る
時
の
如
く
力
を
講
く
す

　
へ
け
れ
は
』
巴
の
親
し
き
勘
め
に
斑
肝
み
兼
る
且
つ
は
諸
君
の
推

薦
に
背
く
ぴ
本
意
な
ら
す
不
肯
も
亦
靭
か
悉
生
の
カ
を
籠
め
て

諸
君
の
膜
尾
に
附
き
其
任
の
一
％
を
た
も
講
さ
む
巴
期
し
暫

く
之
れ
を
諾
し
つ
、
さ
れ
ピ
、
も
ピ
丈
箪
の
業
を
艮
く
せ
さ
る

巴
、
勇
劣
非
才
な
る
ピ
を
以
て
、
徒
ら
に
名
に
の
み
坐
し
て
な

す
事
も
な
く
其
職
を
瞳
ふ
せ
ク
、
爾
後
軍
務
を
東
京
に
奉
す
る

に及
ひ
て
は
更
ら
に
千
里
の
山
河
を
隔
つ
る
巴
、
軍
事
の
忙
ピ

を
加
へ
て
、
全
く
其
任
に
背
き
府
、
さ
れ
は
我
か
寛
大
宏
量
な

る
曾
員
諸
君
は
例
令
獣
過
せ
ら
る
主
共
不
肯
如
何
な
る
厚
顔
わ

ク
て
か
其
員
に
列
な
る
を
得
ヘ
ミ
今
に
し
喬
退
誓
れ
竺

蕾
に曾
員
諸
君
を
義
る
の
み
な
ら
す
他
の
編
輯
委
員
二
君
を
し

て
一
倍
の
努
を
重
ね
し
む
る
の
罪
誠
に
淺
か
ら
す
不
省
の
衷
心

一片
廉
耽
の
念
湧
て
止
ま
す
夜
々
夢
に
入
6
て
枕
安
か
ら
す
、

あ
は
れ
、
曾
員
諸
君
よ
、
こ
の
在
て
釜
な
き
不
官
を
し
て
速
か

に

編
輯委
員
を
欝
せ
し
め
ら
れ
む
に
は
之
れ
に
過
き
た
る
幸
や

あ
る
へ
き
、
あ
ら
す
、
不
官
は
舷
に
謹
ん
て
其
任
を
髭
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
輯
委員
　
　
清
　
水
　
來
　
吉

馨
　
遊
　
時
　
事

（
本

曾

紀
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
五
｝



（讐
海
時
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
六
）

－
　
ち
す
會
場
に
集
る
者
雲
の
如
雨
の
如
く
櫻
前
の
讐
祀
已
作
花
せ

六

　し
額
あ
る
線
門
を
潜
る
時
は
皆
楡
快
な
る
歎
を
懐
け
り
來
賓
卒

＝
業生
及
學
生
諸
氏
介
せ
て
百
五
＋
有
余
名
午
辰
垂
同
着
席

第
二
謡
狸
㌶
酬
鐘
誌
書
灘
卵
摘
犠
銚

四

τ
竃
奮
墾
人
総
代
河
誓
一
云
に
し
て
開
禽
の

扉
を
述
三
泰
曾
諸
君
へ
挨
拶
あ
り
次
て
一
二
年
生
木
下
元
呉

　
ニ±

…
氏
卒
業
を
祀
し
術
墓
生
諸
氏
嵩
て
一
三
の
希
望
を
述
へ
ら
．

　
…ご

、

　れ
だ
り
第
三
席
は
糞
生
警
藤
川
武
一
長
に
し
て
例
の
纂

　に
て
我
々
の
爲
め
に
盛
大
な
る
宴
會
を
開
か
れ
た
る
の
光
榮
を

　
ニ

號
　
轄
竃
㌶
㌶
謡
鷲
嬬
柵
引
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
君
の
卒
護
實
に
目
出
度
く
し
て
硯
す
る
に
珍
奇
の
山
二
．
な
く
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

着
席
せ
り
次
て
馨
學
部
中
聾
6
8
辮
の
饗
あ
る
肇
秀
氏
竺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一

れ出
た
ク
氏
は
落
付
描
つ
て
拍
手
の
止
む
を
待
ち
軽
唇
を
開
て
，

賀
す
る
に
斬
新
の
語
な
し
殊
に
前
年
自
分
の
立
、
業
の
時
は
嗣
級
一

中
落
藷
あ
』
る
‡
回
は
袖
蓮
て
及
第
せ
ら
れ
た
る
生

街
雇
糞
の
楡
藷
菱
る
へ
し
姦
へ
夫
ー
募
棄
　

4
歴
垂
§
的
に
墾
豪
の
慈
巴
希
望
を
述
　

へら
れ
た
ク
次
て
飯
森
益
太
郎
氏
は
卒
業
を
概
す
ろ
ピ
同
聴
に

高
等
中
堅
の
．
隈
値
を
し
て
世
樹
に
信
重
せ
し
め
ん
ε
欲
せ
ぱ
卒
一
・

業
生
た
る
諸
氏
は
最
も
責
任
を
負
は
さ
る
可
ら
さ
る
旨
を
演
説

す
る
煙
花
な
り
是
れ
よ
り
酒
肴
交
々
至
ウ
歎
提
場
内
に
満
つ
忽
｝

ち
に
し
て
場
の
一
偶
よ
ウ
劒
を
振
て
吟
ち
つ
≧
舞
出
つ
る
者
あ

曇
ん
劒
叢
能
の
婁
覆
宗
甕
な
曇
二

せ
ら
呂
り
右
終
る
や
亦
も
嚢
の
響
を
聞
皇
れ
配
膳
を
亙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

あ
隆
．
の
隔
料
理
を
持
て
場
内
に
芦
巨
者
は
官
．
澤
圭
太
　



　
　
郎
氏
に
し
て
氏
は
滑
稽
的
に
一
々
料
圭
を
示
し
て
卒
業
を
幌
す

第
一
　
　る
の
語
に
適
中
せ
ら
れ
た
る
は
頓
知
師
妙
巴
云
ふ
へ
し
次
て
竹

　
一

腰
慶
三
氏
は
今
回
の
卒
業
を
祀
す
る
爲
め
に
場
内
に
千
初
鶴
を

一
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
ば

六　
…
放
て
賀
意
を
表
す
へ
し
ε
て
十
能
（
俗
吉
を
紐
に
て
釣
下
け
た

　
＝　

「
ウ
此
問
絶
へ
す
犀
水
に
て
煙
火
藪
十
巖
を
打
掲
け
殊
に
衆
目
を

…
8
1
』
る
は
覧
の
拳
顯
は
れ
だ
る
に
あ
ウ
き
欝
詩
歌
湧

狂議
竃
れ
午
后
＋
纏
よ
ウ
雰
の
快
を
議
し
垂
姦
會

　
　
せら
れ
た
り
當
日
は
四
年
三
年
生
一
同
及
ひ
二
年
一
年
生
の
内

四　
　
数名
総
て
周
旋
の
努
を
取
り
志
な
く
千
秋
樂
ピ
な
ク
に
け
り
」

＋三
旨
薗
年
妙
絶
の
藷
あ
る
璽
警
の
手
・
蒙
㌢
し

一は
橿
な
ウ
き
．

三　
　
　
　

◎
賢
扶的
里
亜
流
行
－

號

　
　
昨

年
八
九月
頃
よ
り
常
金
、
倖
地
方
は
往
々
該
患
者
ゐ
り
し
か
漸

　
　
々
増
加
の
摸
檬
あ
り
十
月
よ
6
本
月
迄
舷
浄
病
院
へ
入
院
せ
し

烈俘
｛
｛
者
二
＋
秦
な
ウ
流
行
は
竃
な
ら
さ
る
も
膓
の
死
亡
者

あ
り
し
巴
云
ふ

　
　
　
◎薪
年
宴
會

本月
四
日
午
后
三
時
よ
り
…
淺
東
花
月
庵
に
於
て
金
澤
病
院
職
員

　
一
同
の
新
年
會
を
催
さ
れ
た
ク

○叉
同
日
金
澤
麗
曾
に
は
醤
曾
堂
に
於
て
弄
賀
式
を
翠
行
せ
ら

れだ
ウ

　
　
　◎
在
東
京
葬
四
高
等
中
摩
校
腎
學
部
・
訟

　
　
　
　身
ぺ
者
L
入
懇
翻
醜
掛
目
の
暑
即
兇

奮
膿
十
一
月
廿
五
日
目
下
東
京
に
於
け
る
第
四
高
等
中
學
校
馨

學
部
出
身
者
の
懇
親
曾
あ
り
曾
蕩
は
上
野
公
園
内
な
る
名
に
し

あ
ふ
櫻
雲
憂
（
入
百
膳
）
に
し
て
此
日
や
天
氣
晴
朗
恰
も
好
し
園

内
の
楓
樹
今
を
盛
ウ
に
紅
を
潮
し
何
時
に
無
自
風
景
な
れ
は
開

万
災
ち
て
園
遊
を
試
み
午
後
四
讐
撃
る
や
一
同
藷
し

看
起
人
三
人
野
暴
太
響
量
つ
て
開
曾
の
圭
旨
巴
し
て

下
魏
し
て
正
し
食
璽
は
仁
ー
一
萎
；

へ一

（
橿

瀬
時
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
七
」



鋤但第
六四

十
三

號

一

（警
海
時
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
入
｝

れは
況
し
て
我
々
か
第
二
の
故
郷
巴
も
第
ニ
ノ
父
母
ε
も
崇
む

へき
第
四
高
等
中
學
校
の
恩
義
を
忘
却
す
る
は
大
に
耽
っ
へ
き

乙
巴
な
り
左
れ
は
此
の
如
き
曾
を
起
し
て
第
四
高
等
中
學
校
醤

學
部出
身
者
に
し
て
上
京
せ
る
者
互
に
會
合
し
漿
属
誠
愼
を
旨

巴
し
親
睦
を
厚
ふ
し
吾
馨
學
部
の
名
を
汚
さ
▲
る
乙
そ
肝
要
な

れは
迅
に
此
會
を
起
さ
ん
と
を
希
望
せ
る
も
…
機
曾
な
く
L
て
今

日
に
延
引
せ
o
且
此
度
は
小
原
芳
雄
君
か
蓬
々
熊
本
よ
う
軍
讐

學
校召
集
鰐
宿
ピ
し
て
上
京
せ
ら
れ
た
る
を
祀
し
清
水
來
吉
生

駒廣
太
郎
酒
井
米
城
野
澤
武
三
郎
藤
本
鉄
次
郎
．
藤
井
伊
之
吉
の

六君
か
見
習
士
官
巴
し
て
上
京
せ
ら
れ
不
日
當
地
出
聚
の
筈
な

れは
之
れ
か
迎
送
曾
を
兼
ね
て
開
曾
せ
る
旨
を
告
け
次
て
小
屋

芳
雄
君及
ひ
清
水
來
吉
君
の
謝
辞
あ
0
之
に
次
て
遠
藤
四
郎
君

は
懸
河
の
辮
を
奮
ふ
て
萩
起
者
か
非
常
の
辮
力
を
以
て
鼓
に
此

曾
を
開
く
に
至
れ
る
を
謝
し
且
つ
我
馨
學
部
出
身
者
此
の
如
く

多
歎
に

上
京
せ
る
以
上
は
一
致
霞
［
結
の
必
要
を
戚
す
る
ピ
同
時

に
一
年
一
回
乃
至
二
回
今
後
此
會
を
連
葡
せ
ん
こ
巴
を
顎
議
し

非
常
の
拍
手
喝
采
を
以
て
賛
禰
せ
ら
れ
た
ク
坂
野
長
三
郎
君
も

亦た
氏
か
此
回
大
日
本
簡
會
へ
列
席
せ
ん
か
爲
め
上
京
せ
し
旨

を
述
へ
來
曾
者
に
向
つ
て
大
日
本
讐
臼
を
賛
成
し
て
之
に
加
名

せら
れ
ん
乙
∈
を
希
望
し
て
坐
に
就
き
ぬ
頓
て
献
酬
歎
行
互
に

挟
別後
の
談
話
を
な
し
殊
に
關
野
岸
吾
君
の
騒
議
に
て
今
よ
ク

后
は
一
身
上
の
異
動
あ
る
毎
に
金
澤
麗
學
會
に
報
告
し
て
全
雛

誌
に
載
せ
ん
乙
ピ
を
納
し
満
傷
の
賛
同
す
る
所
ピ
な
れ
ウ
酒
酎

に
し
て
生
駒
廣
太
郎
君
の
得
意
な
る
劒
舞
あ
6
数
名
の
紅
裾
は

絶
へ
す
其
描
を
周
旋
し
各
ζ
十
二
分
の
歎
を
裁
L
て
散
禽
せ
し

は
恰
も
十
時
の
鐘
を
報
す
る
頃
な
り
し

此會
の
郡
≡
起
者
は
野
口
關
根
勝
木
の
三
君
に
し
て
開
禽
一
ヶ
月

前
よ
0
非
常
に
周
旋
せ
ら
れ
殊
に
東
京
市
内
巴
は
云
へ
來
曾
者

の互
に
遠
隔
せ
る
か
爲
め
一
層
の
努
を
戚
せ
ら
れ
し
由

　
　當
日
出
席
者
の
人
名
左
の
如
し

一
⊆



第
六

第四
十三

號助

e 一
一

小原
　
芳
雄
君
　
　
笹
川
　
宗
治
君
　
　
關
野
　
岸
吾
君

加藤
駒
三
郎
君
　
　
清
水
　
來
吉
君
　
　
生
駒
廣
太
郎
君

酒井
　
米
城
君
　
　
藤
本
鉄
次
郎
君
　
　
遠
藤
　
四
郎
君

五味
川
光
金
君
　
　
坂
野
長
三
郎
君
　
　
早
川
豊
次
郎
君

藤
井
伊
之
吉
君
　
　
野
口
詮
太
郎
君
　
　
勝
木
　
直
吉
君

闘
根
倉
治
君

＝
　
　営
日
事
故
欠
席
者
の
入
名
左
の
如
し

一　
渡
邊喜
八
郎
君
　
　
野
澤
武
三
郎
君
　
　
梁
　
　
貫
男
君

　
　川
西
初
太
郎
君
　
　
中
村
元
八
郎
君
　
　
村
田
　
　
醇
君

｝
7

　
◎
蘇虎
太
郡
氏
逝
く

曾員
同
氏
は
越
中
の
人
夙
に
欝
學
部
に
入
ウ
苦
學
其
効
を

歪
ふし
昨
年
十
一
月
卒
業
の
榮
を
負
ひ
蹄
郷
す
る
や
不
幸

に
も
化
膿
性
肘
關
笛
炎
に
罹
力
全
月
廿
六
圓
終
に
黄
泉
の

客ピ
爲
れ
φ
我
輩
は
諸
君
巴
共
に
此
有
爲
の
肚
年
卒
業
者

を
し
て
其
志
を
伸
ふ
る
を
得
す
塞
し
く
牝
邨
一
片
の
煙
ピ

化す
る
を
悲
ま
さ
る
を
得
す
鳴
呼

　　
、◎
蘇
氏
の
追
悼
祭

故
林
虎
太
郎
氏
の
爲
め
に
知
己
學
友
相
謀
ク
十
二
月
某
日
當

，
市
梶
町
八
幡
祠
肺
々
殿
に
於
て
追
悼
祭
を
皐
行
せ
ら
れ
藤
井
秀

氏
の

祭

文朗
讃
あ
ク
奮
交
の
人
皆
涙
に
咽
せ
た
ク
巴
云
ふ
誠
に

美

禦巴
云
ふ
へ

　
　◎
除
温
碑
器
の
“
楡
定

從
來坊
聞
欝
く
所
の
験
温
器
は
其
度
目
素
よ
り
不
定
の
も
の
に

し
て
多
少
の
差
あ
る
を
免
か
れ
す
甚
し
き
は
一
度
以
上
の
差
を

見
る
乙
ピ
敢
て
珍
ら
し
巴
せ
す
稀
に
は
舶
來
品
に
し
て
外
國
に

於
て
瞼
定
し
度
差
表
を
付
し
た
る
も
の
あ
れ
巴
も
元
來
験
温
器

は
一
定
時
日
を
経
る
か
叉
は
遠
路
航
海
等
に
依
て
復
泥
多
少
の

差
を
來
す
も
の
に
て
舶
來
其
物
巴
て
必
す
し
も
精
確
の
度
を
示

す
も
の
た
ら
さ
る
は
普
く
人
の
知
る
所
に
し
て
如
斯
験
温
器
を

　

（醤

海

時
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
二
十
九
）



（馨
海
時
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
十
）

の
G

第
六

ー
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
－
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
’
　
　
一

用
ゆ
る
も
の
は
恰
も
指
を
以
て
物
を
尺
度
す
る
巴
蓼
底
』
喜
纂
す
る
に
堪
へ
た
ウ
然
る
に
何
§
ら
ん
墓
芙
日
叉

正
の

温
度を
示
す
之
巴
能
は
さ
る
を
遺
憾
巴
し
東
京
々
橋
歴
瀧

焉巴
し
て
不
蹄
永
眠
の
客
巴
な
れ
り
嵯
呼
悲
夫
嵯
呼
痛
夫
余
輩

山
町
入
番
地
の
蒐
京
顯
微
鏡
院
に
て
は
這
回
業
務
提
張
の
一
着
…
は
實
に
其
弔
詞
な
き
に
苦
む
な
り
聞
く
君
卒
業
試
瞼
結
了
后
郷
一

手
巴
し
て
撤
定
部
中
に
験
温
器
瞼
定
に
…
關
す
る
精
確
完
全
な
る

襲
置
方法
を
設
け
瞼
定
の
上
は
一
々
精
密
な
る
改
正
度
目
加
減
一
里
近
傍
の
某
病
院
に
入
ウ
種
々
の
治
法
を
行
ひ
だ
る
竜
寸
効
な
一

懇

誘
繍
㌶
鷲
羅
蛭
鶉
㎜
鷲
垣

第
　
　
ゐ
府
下
三
四
の
病
院
及
諸
大
家
は
向
後
同
院
に
委
囑
し
て
鎗
定

四

　濟
の
外
使
用
せ
す
巴
の
特
納
を
結
び
だ
る
向
も
あ
り
径
て
欝
療

器
械舖
は
競
て
特
約
楚
を
申
込
む
に
至
o
し
巴
云
ふ

　
一

　
　

◎敵
赤
～
太
邸
君
逝
く
呉

三詮の
不
幸
は
死
よ
う
大
な
る
ぱ
歪
君
此
死
を
救
ひ
斯
民
を

　
　壽
域
に
踏
さ
ん
蓬
欲
し
夙
に
第
四
高
等
中
學
校
麗
學
部
に
入
り

號
　
　螢
．
雪
琢
磨
の
功
を
奏
し
昨
年
十
一
月
廿
五
日
馨
學
秦
科
卒
業
謹

鴨
を
受
く
君
の
得
纏
ム
へ
し
君
か
父
兄
の
満
曇
か
郷
人
の

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
越
中
に
蹄
省
し
一
日
突
然
支
節
蓑
斯
（
右
上
肢
）
を
蚕
し
郷
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

…

く
熱
稜
の
爲
人
事
不
省
に
陥
り
危
篤
に
迫
る
乙
巴
数
日
而
し
て
一
・

一君
の學
友
代
て
卒
業
讃
書
を
受
領
し
た
る
の
翌
日
君
終
に
逝
く
…

「
唾
呼
砦
君
の
逝
く
素
よ
0
命
警
云
ふ
巴
讐
曇
豊
竺
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

↓

一

領
の翌
日
を
期
す
る
は
登
奇
な
ら
す
や
是
れ
余
輩
を
し
て
君
か
一

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

～
病
中
の
讃
を
想
察
せ
し
め
君
の
逝
去
を
璽
す
る
に
竺
層
…

．

を
加
゜
へ
し
む
る
所
た
り
瑳
呼
悲
夫
嵯
呼
痛
…
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　◎
故
悲虎
太
郁
・
君
遥
悼
倉
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
｝

去
る
十
二
月
十
七
日
本
市
安
江
帥
杜
に
於
て
全
君
の
追
悼
會
を
…

施
行し
た
る
に
全
君
の
學
友
知
己
の
來
會
す
る
者
数
十
名
其
式
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
i
～

は
最
農
魏
重
に
し
て
藤
井
秀
氏
か
涙
を
欝
て
萎
を
巴



ー

讃
せ
し
か
如
き
は
大
に
來
曾
者
の
鳴
咽
酸
鼻
を
促
か
せ
ウ
ピ
云

ふ隔
に
曰
く
該
會
を
開
く
に
最
も
蒜
力
せ
し
は
全
窓
の
卒
業
生

野
崎
三
郎
氏な
ク
し
巴
云

漬
　

曾

頭

小

林
　
廣

謹

副
讃
山
田
譲
治

　

斡
事
岡
闇
剛
吉

賀
　

全

　
土
杉
寛
二

新

・

　
北
村
雄
平

　

謡
蓼
員
瀬
戸
卯
三
邸

年
　
全
　
竹
腰
慶
三

　

全
　
藤
弁
伊
三
吉

恭賀
新
年
　
吉
田
和
三
郎

　

　

　

　

荻

野
義
勝

恭賀
新
歳
飯
森
釜
太
郎
一

笠

恭
賀
新
年
吉
田
茂
人
一

謹奉
賀
新
年
田
中
正
鐸
｛

恭
賀
新
歳
　
　
　
　
｝

　

東
京
欝
病
院
笹
川
宗
治

　

　

　

　

野ロ
詮
太
郎

…
一…

一

（廣
　
　
告
）
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